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山形県酒田市周辺出羽山地における中期中新世火山活動の復元
Reconstruction of Middle Miocene volcanism in Dewa Mountains in Sakata city, Yama-
gata Prefecture, northeast Japan
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東北日本には新第三紀の日本海拡大に伴った海底火山噴出物が広く分布している．日本海側には大量の玄武岩類が分
布しており，その成因は日本海拡大に伴う背弧リフティングに関連したものであるとされた（Sato and Amano, 1991な
ど）．土谷（1988）や Yagi et al. (2001)は岩石学的観点からこれら玄武岩のマグマ組成やその変遷を明らかにし，吉田
（2009）はテクトニクスと共に議論した．しかし詳細な堆積学的観点に基づいた研究は行われておらず，古火山体や火山
噴火様式の実態は不明であった．本研究は日本海側に分布する玄武岩の代表的分布地域である山形県酒田市周辺の出羽
山地を対象とし，堆積相解析に基づいた具体的な古火山活動の解明を行った．堆積相分布に基づき，直径数 km，高さ約
1500mの薄く平坦な火山体を復元した．この古火山体は一部にアメーバ状火山礫を含む再堆積ハイアロクラスタイトを
主体としており，塊状溶岩や枕状溶岩はほとんど認められない．海底火山活動がアメーバ状火山礫を形成する要因は，1)
火山噴火そのもの，2)枕状溶岩の破砕，3)ペペライト，4)給源岩脈，が考えられる．古火山体は枕状溶岩をほとんど含
まず，さらにアメーバ状火山礫が重力流堆積物中に含まれていることから，本火山体のアメーバ状火山礫は噴火そのも
のによって形成されたと考えられる．本火山体を構成する岩相は水中ハワイ式噴火による堆積物と一致する（Fujibayashi
and Sakai, 2003; Head and Wilson, 2003; Simpson and McPhie, 2001）．ハワイ式噴火は多くが割れ目にそって噴火するこ
とが知られている（Macdonald, 1972; Wilson and Head, 1981）．地層中に同時期同起源の岩脈や岩床が無数に形成されて
いること，当時の古応力場が引張応力場であったことなどを考慮すると，日本海拡大に伴った割れ目噴火に伴って形成
された火山体の可能性が高い．本火山体に認められるアメーバ状火山礫を含む岩相は他にも報告されている（Cas et al.,
2003; Fujibayashi and Sakai, 2003）．日本海拡大時，本地域の復元できたものと同様の火山体や火山活動が背弧全域で行
われていた可能性が高い．
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